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[招待講演]

Pythonによる高位設計フレームワークPyCoRAMで
FPGAシステムを開発してみよう

高前田 伸也1,a)

概要：利用者が構成の変更が可能なデバイスである FPGAは幅広い用途に利用されており，評価ボードの
低価格化・小型化に伴ってソフトウェア技術者などにも広まりつつある．開発方式は抽象度が高まりつつ
あり，アプリケーションを IPコアという形でパッケージ化し，EDAツール上でそれらを組み合わせるこ
とにより，システムが実現できる．本講演ではまず，FPGAシステムと高位合成技術の最新動向について
解説する．その後，Pythonによる高位合成とメモリシステムの抽象化を用いたポータブルな設計フレーム
ワークである PyCoRAMと，それを支える Pythonによるハードウェア構成の解析ツールを紹介する．最
後に，参加者と共に今後の高位設計環境に求められるものは何かを議論し明らかにする．
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